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研究成果概要 

 

シミュレーションにおける光電子増倍管の時間応答は、ガウス分布を仮定している。
時間分解能は、レーザーを用いたキャリブレーションによって求めている。すなわ
ち、レーザー光を等方的に散乱させるボールをタンク中心に吊るし、ある光量にお
ける時間分解能を求めている。この値をシミュレーションに用いている。キャリブ
レーションの際に得られる光電子増倍管の時間応答は、他の増倍管からの反射や水
による散乱の影響で、時間が大きい側にテールを引く。このため、時間分解能を求
める際には、ピークよりも早い側だけをガウス分布でフィットして求めた。これは、
反射や散乱の効果は時間を遅らせる方にだけ影響していると仮定したためである。 
 しかし、LINACによって加速した電子をタンク内に投入するキャリブレーション
や、宇宙線ミューオンを用いた解析では、シミュレーションの時間分布がデーター
のものよりも幅が狭すぎる、という現象が見られた。これを改善するために、 
 
１）反射の影響が最も少ない側面部の中心部分のキャリブレーションデーターを用
いる。 
２）光電子増倍管の時間応答を１つのガウス分布でなく、２つのガウス分布を用い
た非対称な関数で近似する。 
 
という方法に変更した。これにより、シミュレーションの時間応答はデーターをよ
りよく反映できるようになった。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 光電子増倍管の時間応答の扱いを模式的に示す。 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
              図２ 実際に測定された、入射光量に対する時間分解能分布 
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